歴史認識を深める学習態度の形成とその指導(2) :  児童生徒の思考態勢と指導の条件 by 大久保 正司
歴史認識を深める学習態度の形成とその指導






2 学力と学溜態度 一一一一一一..._------一一一一一一一一一一------一一一一一--------一 1
l ul 学力について 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 1 
(2) 主体的学力と態度 一 一也 ー--~~----一一一一一一一一一一一一一一_._-----ー一一一一一ー 2 
! (3) 学習態度研究の多様性 ー一-_.------一一一一一一一一一一一一一一一一 一一--- 3 
(4)学習態度の思考的制面く思考態勢>ー研究のネ見点 一 一一一一一一一一一一一一一一一一 6 
3 歴史認識と思考態勢 ・一一---・w・-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー 8 
l H)問見方考え向様性 一 一一一ー一一一一一一一ー 一一一一一 8 
(2) 歴史認識の2商性 一思考態勢分析の視員 一 一一一ー 一一一一一一一一一-， 1 0 
(3) 思考態勢を形成する指導の条件 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 11 
1 研究 目 的 一一一一一一一一一一一一一一一------一一一一一一一一一一一一一一一- 1 2 
E 研究方 法 -----一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一~ー 13 
l 研究対象 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---.1 3 
Z 忠考態勢をみる方法 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 13 
(1)調査方法 一一------一一一一一一一--------一一一一ー 一一一一一一一一一一一一一回 1 3 
(2) 解釈の方法 '一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一------------------- 1 4 
3 思考態勢を形成する指導の条件を考察する方法 一一一一一一一一一一一一一一一一一一--，1 4 
(1) 授業研究群と普通授業群の椛成 』一一一--------一一一一一一一一一一一一一一一一-. 1 5 
W 思考態勢の考察 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一------一一一一一一- 1 6 
l 歴史認識tてお・ける主観的見方と客観的見方 一一 一一一---------------------------.---.1 6 
(1) 調査のねらい 一一一一一一一一一一一一一--------一一一一一一一一一一一一一 一ー一一一 16 
(2) 調査内容の構成 一一一一一一ー 」一一一一一一一一一切-----一一一一一一一一一一一一一ー 16 
(3) 調査問題 ._-----一一{一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一------一一一一- 1 8 
(4) 調査方法 “一一一一一一一一一一一一一一一一---一一一一一一一一一一一一一一一一一-2 3 
{5i 調査処理の方法 一一一一一一一一--------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 23
(0) 調査結果の考察 一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一 24
(7)歴史認識K:j，-ける次元の相違と関係づけの枠ぐみ 一一一一一一一一一一一一一一一一--3 1 
(8)時代K位置づけて議議しようとする態勢の強さ一一一一一一一一一一一一一一一一一一 3 4 
2 歴史認識を深めてい〈思考態勢 一ー一------一一一一一一一一--------一一一一一一一一.3 6 
(1 調査のねらい 一一一_.._-----一一一一一一一一一一一一一------------一一一一一一一一 36 
(2) 調ー査内容の構成 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--------3 6 
(31 調査問題 一一一一一一一_.-------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・， 3 6 
(41 詞査方法 一“-----一一一一一一一一一------一一一一一一一一一ー 一一----・-一句 ----- 4 1 
(5) 調査処理の方法 一一一一一一一一一--・ e・-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 41 
((j)現象的に栂異なる事象を考察する視点と考え方一一一一ー 一一一一一一一一一一一一“ 4 1 
(7) 年表形成の情報を与えた場合の思考の視点と考え方 4一一一一一一一一一一一一一一一_ 4 7 
(81 調査Aの結果と調査の結果との関係 一一一一一ー一----------------一一一一一一一一← 54 
(9: 継続的な刺激に対する思考態勢のはたらさ ~一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 57 
(10)年表の読み方の傾向 一一一一一一一一--------一一一------------一一一一一一一一一-5 8 
V 思考態勢を形成する指導の条件一一一一一一一一一一一一-----一一 ー一一“一 ー 宇 63 
1 援業研究群と普通授業群との思考態勢の相違 一一一一一一一一一一一一一ーー一一一一一-6 3 
(1) 調査結果からみられた相違 一一一一一一一一ーナ一一一一一一一一一一一一一一一一一一- 6 3 
(2)学力偏差値の変化 一 中学校 一 一--------一一一------一一一一一一一一一一一-一一一一 63
2 思考態勢を形成するための指導仮説 一一一一一一一一一ー 一一一---------------------- 6 4 
(1) 学習過程の構造K関する諸説 “一一一一一一一一一...._------一一一一一一一--------ト 64
(2) 認識過程と思考態勢 一一一一一一一---・e・-一一一一一--・ E・-一一一一一一一一一一-65 
(3) 学習構造からみた指導過程構成の基本的手助;ー一一一一一一一一一一一一一一一一-- 6 6 
(4) 学習指導改善の努力点 ~一一一一一一一ー 一一--------------一一一一一一一一ー 一-.-. 7 0 
8 指導過程の改善と思考態勢の変化 一ー ー一一一一一一一一ーーー一 ー 一一ーー 7 0 
(1) 児童の記述文K対する縫えの変化ー 士農工商ー 島一一一一一一一--------一一一一一- 7 1 
(2) 生徒の資料K対する構えと指導過程の構成一百性一按- -一一一一一一一一一一一---- 7 2 
(3) 年表の読み方の指導 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-7 4 
(4) 地図帳の佼い方の変化 一ー一一--------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 75 
4 指導過程Kみられた問題点 ーー一一.._-----一一一一一一--------一一一副…一一・--・---- 7 6 
(1) 事例 Jj母校6年一開国一 一一一一-一一一.._-------------------一一-------】 76 
(2) 事例 中学校2年 一 開国一 一一一一一ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一----- 8 0 
5 思考態勢を形成する指導の条件 一一一一一一一一一一一一--------一一ー一一一一一一一-85 
(1) 授業研究の反省 '--.一一一一------一一一--------------一一一一一一一一一一-------.8 5 
(2) 思考態勢を形成する借導の条件 一一一一一一------一一一一一一一一一一一一一一一暢. 8 6 
む す び -一一一一一一一------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-- 8 8 





































(2) 主 体的学力 と態度
認識というはたらさは単に知的なはたらきのみでな<，と.n.を閉面的K規制しているメカニズムがある。
それを私たちは態度であると考えた。態度という概念は多種多様にとられているが私たちはAllportや
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いっぽう I 1>(.)，むと しての行動についても，単純K考えられず，い〈つかの次元の異なっ7白目遣があると
とK注意しなければならない。ラピエールは行動の相違としてI 1. 外面的一記号的行動 (話す讐<1.J:ど)






























































































































~相iさがある。ヲ ロシは ζのiょうえE相違をもたらすものが態度であ D 行動への準備強勢であると述べている。
4の
- 6 -










i奥豆すれば， 認識過程は対象または場面~(対して ， 何かを省略したり，あるものを補足して何らかの意
味を付与して，それ陀反応する過程で，とのはたらきを規制するメカニズムをニュ ーカムやキヤシ トリJレ














みる調査方法とは具~った調査万法の〈ふうがとらされ念ければ念らさt ¥，-)0 しかし， 思考態勢と しての関
係づけの枠ぐみは実体概念でな 〈思考のはたらかせ万をみて構成される概念でるるから，構成しやすいよ
う左調査や解釈の万法が必要Kなってくる。以下にその点Kついてふれて会きたい。
a 思考からきり離 し抽象化 してとらえる方法
との万法としては，ととばの中の形容詞の特殊性に着眼 して，認知過程i'C:l:;.ける万由と強さを抽象化し
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新潟市立高E霊小学校 第 6学年 5学級 120人































b 評定尺度を利用した歴史的見方ーの調査 小学校(1 1月下旬 ) 中学校 (1 1月下旬)
c 越後質地そうどう(ぐびき物語より号開)を利用した見万，考え万の調査(1 1月中旬 )
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!J ，社会科担当者全員が参加し検討会を 4凶ほともった。 )
141 授業研究の期間 1 0月上旬から 12月中旬である。









































向 1.その時代ではとhう条件の中で考え)B 価値観κ闘 f1 . ~寛平Eの価値観を歴史事象にあてはめた
ょうとする意見 ト 係三け引1.1意見
: やすいもの、
1 .その時代ではという条件の中で考え1 ・ _ _ (1 .現在の技術水準を歴史事象十てあてはめ
ようとする意見 ~ C. 技術に関ナ Jた意見
2 .その時代(rC;t，.ける意味を追究しよう | るもの 12 .現象的Kとらえて，その時代VC;t"ける
とする意見 て 、意味を追究人じたい意見
1 .その時代ではという条件の中で考え1D 風俗，習慣 1 .現在の科学，風俗習慣tてよる考えを歴
ょうとする意見 [ 文化K関する | 史事象にあてはめた意見
もの
1 .その時代ではという条件の中で考え1 11 .現在の英雄視された考え，人物論から
ようとする意見 ~ E 人物とその{ 一面的にみた意見
2 .その時代の人々の気持ちを客観的に | 時代K関する 12.現在の人情論を主κした意見
考えようとする意見 ノ もの
@ 選定 した事象と意見の方向
調査 A.B 調査 A.B
A 政治K関ナるもの 1 3切り捨てど免 H1M1 
3 明治憲法 H1M1 18日露戦争 M1Hl 
和国分寺
1 4関所
H1M1 22キリス ト教禁止 M1Hl 
H 1 M1 C 技術K関するもの
1 7力がり・検地 I-!lM1 
1 9生類あわれみの令 H1Ml 
2 3鎖E!S' M2H2 
B 価値観に関ナるもの
2 男尊女卑 H1M.l 
S 切腹 H1M1 
.8 士農工商 M 1 H 1
5 早馬早かど M 1 H 1 
1 6種が烏(鉄砲 ) M 1 H1 
















4 砦徳太子 H2Ml 
7 徳川家康と豊臣氏の
被亡 M2Hl 
1 2 ~車検靭と源義経 M2Hl 

































































































































































































































否定中間否定 小計 肯定中略否定 小計 肯定中間肯定 小計 計
+2 +1 。 -1 -2 
E i 盟国佐官と織物工業 66 2 68 47 4 。51 。。 l 120 
B 2 男噂女阜 x 16 3 i 20 69 2 。11 25 2 9 120 
A 3 明治I法 X 11 3 。20 93 。。93 l 。6 7 120 
E 4 聖徳太子 46 12 59 49 4 。53 l 6 120 
C 5 専属早かど 。105 。106 13 。 13 。。 l 120 
B 6 切腹 ロ 53 3 l 51 50 2 52 I 。1 U 11 120 
E 7 徳川家康と豊臣氏の滅亡ム 2G 。33 56 5 61 。23 25 120 
B 8 土良工侮 ζ:，. 24 3 。27 70 11 。81 4 8 12 12 0 
A 9 ，武天皇と国分寺 口 4 13 2 59 50 2 5 6 3 5 120 
D 1 0 お伽~チ 。101 。1l-7 3 。11 。l 2 120 
υ 11 神:it 。15 8 4 87 23 。28 3 。2 5 120 
E 1 2 源鎖倒と源義経 .6 35 。44 50 。S5 3 11 21 120 
B 1 3 切り捨てど免 正当 22 。23 71 9 。80 4 2 11 17 120 
A 1 4 関所 12 4 。16 34 5 。39 。。5 5 120 
D 15 仇討 。82 z 3 89. 11 8 19 3 7 12 120 
c 1 6 働嶋崎臨 。104 l 106 5 7 。12 。。 2 120 
A 1 1 刀がり.検地 58 2 65 31 14 。H 2 7 10 120 
B 1 8 日it峨争 ど::，. 33 l 36 56 65 lO 1 9 120 
A 1 9 生頬あわれみの令 × 19 。23 86 。87 1 10 120 
D z a よるい，かぶと o 7 4 54 30 23 。53 Jl 13 120 
C 2 1 富岡~糸工沿 。84 a 4 93 14 9 i 24 2 3 120 
B 2 2 キリ Jト教禁示 51 7 。58 52 1 l 60 l 。2 3 120 
A 2 3 鎖国 60 2 2 64 52 。5 3 。。3 3 120 
E 2 4 織田信長 。82 5 1 88 21 8 。29 。。3 3 120 
c 2 5 ガス燈 。96 5 。J 01 19 。。19 。。。。 120 
- 2 4ー
o Htl)方向の強h者が80%以上 (9 6人以上)
o Hの万向の強い者が7U % 以上 (8 4人以上)
ロ Hの)j向の強い者が5，()%以下(6 0人以下)
ム Hの方向の強い者が40%以下(4 8人以下)
x Hの方向の強い者が20%以下 (2 4人以下)
b 中学校の結果
Hの方|向の強い者 日とMの方向が間程度の苔
肯定肯定中間 肯定中間否定に志望否定中間否定 小 計 包土旦互5小計+2 +1 。
B 1 盛岡佐吉と織物工業 94 15 114 71 2 3 
B 2 男尊女卑 乙h 32 17 4 53 93 3 10 
A 3 明治憲法 6 27 20 。H 116 5 7 
E 4 聖徳太子 11 35 5 111 45 14 J 2 
C 5 早1ll早かど 。158 2 4 164 24 5 2 
B 6 切腹 ロ 86 11 4 I 01 <;6 1 18 
E 7 徳川|家僚と~臣氏の滅亡 ロ 51 39 4 100 64 7 8 
B 8 士良工腐 6 n 23 5 15 16 2 12 
A 9 聖武天皇と国分寺 85 24 114 5 9 4 4 
D 1 0 おfIJJ~子 。145 8 6 159 19 3 12 
D 1 1 神話 98 22 12 132 39 6 10 
E 1 2 源頼朝と源義経 83 28 5 116 38 12 16 
B 1 3 切り捨てど免 L:，与 40 25 3 68 84 3 14 
A 1 4関所 。135 1 2 7 154 25 2 8 
D 1 5仇 討 106 10 12 128 25 9 21 
C J 6 種が島 (鉄砲) 。161 6 5 112 14 l 9 
A 1 1 刀がり，検勉 85 11 1 10 39 9 24 
B 1 8 日総監t争 ロ 68 19 4 92 58 5 14 
A 1 9 生類あわれみの令 6 18 2 8 5 0 12 11 
D 2 0 .tろい，か.H 19 II 14 1 04 30 30 
c 2 1 富岡製糸工場 。113 10 1 ~ 13 8 40 1 9 
B 2 2 キリス ト教祭示 103 1 5 6 124 46 11 
A 23 銭国 93 7 104 47 9 17 
E 2 4 織田信長 122 5 7 134 27 5 23 
C 2 5 ガス燈 。147 7 161 29 2 s 
Q HのJj向の強い者が80%以上(1 6 0人j主(上)
o Hの万向の強い者が 70%以上 (1 4 0人以上)6 9 %も含む
ロ HのJj向の強い君主が50 %以下(1 0 0人以下)
6 Hの方向の強い者が 40%以下( 80人以下)

































7 。3 10 200 
6 31 n 200 
8 16 25 200 
5 7 1 8 200 。 4 5 200 
6 。18 2 4 200 
9 自 12 21 20日
10 20 35 200 
E 1 0 19 200 
3 3 200 
6 4 13 200 
5 10 lS 200 
5 25 31 200 
4 6 11 2 00 
3 11 200 
2 2 200 
2 3 13 18 200 
8 2 22 32 200 
4 2 20 26 200 
12 1 4 21 200 
5 6 12 200 
3 2 4 9 200 
9 9 23 2 00 
4 2 5 11 200 。1 ! 2 2 00 
C 結果の考察
ア 小中学校をとお・してみられる傾向は， MのJ-向の強い者ブo!少なし Hの万向の強い者ゃ，HとMの意
見を同怠安K肯定している者が多l〆%とのように相反する意見を間程度に肯定する傾向は次のように解
釈できょう。














o 小中ともにxム印， 2男尊女卑 3明治法法 8士農工商 1 3切b捨てど免 1 9生類あわれ
みの令
。小学校ムロ印，中学校口印 6切腹 7徳川家康と鐙臣氏の依t: 1 8日露戦争
o 小学校だけム口印 ?製武天皇と国分寺 1 2源頼朝と源義経
以上の意見の内容を検討すると，3， 19， 9は民主的な政治陀関係づけた意見であり，2，8， 13， 6は自












ゥ @O印をつけた事象で小中共通する ものは，5，早馬，早かど 1 0 i;'WU草子 1 6穏が島 2 1富岡






② 認識の方向を規制しているも む ー追跡調査および面接からー
a 追跡調査の方法




(測定値50K近い者 )，との万向が弱い者 (測定値OVC近い者 )を小学校8人，中学校12 ほど~び，
応答斑白を探ってみた。
b 紙面調査の結果とその考堅実
紙面の関係で， ζζでは最も肯定の多かった. 2男尊女卑ー3明治憲法，8士農工商.1 9生類あわれ
みの令，1豊国佐吉と織物工業の5つKついて例j示する。
2 男尊女卑 表 3
I強女の関係は，どんなに昔であっても，ぜったい平等でなければならない。J
・中学校 肯定 3 8 中間 (どちらでもない )2 否定 5 無 2 ・小学校 肯定 2 4 






る，という理由が全部。具体的 | がその時代の中心であった。 I武士が中心の世の中， 戦いにで
Kは，能力，生活の彼客IJ，労働 (中学生 )I るのは武士だから。












fcめKあるのだから。(中学生， 1 えればしかたがまい。(中学生) 1 なければまとまらない。(中学









民の意見がたいせつ。 (中学生|・国民も宍皐も，ほんとう向改治 1 (小学生)
























-職業を自由K変えさせないのは|・年貢をとる ζ とができな〈て困| めKはやむをえないととだった
わる同職業の選択は自由，で好き | っただろう。 f(中学生，小学生)
な織業，幸福Vてなるため選択す|・身分制度が左かったら世の中が |。農業をやる人を告さめてい〈え














すべき九 (中学生，小学生)I がない。 (小学生，中学生 ) 1 て批判したりやめさせるとと
・将軍はお・るかで政治をする資格|・犬をいじめるのは悪いが，人を罰 | が不可能。 (小学生，中学生
がないから早ぐやめさせるべき| ずるのも悪い。(小学生，中学生)1※将主事は犬tても生きる権利を認
え (中学生，ホ学生) I・犬も生物だ，ただし軽い絹を。 Iめたのだから批判する必要が
・犬をだいじにするなら，小鳥を I (中学生)I ない。 (中学生)
だいじにしたほうがよい。 -犬だけで左〈他の動物も同様K扱 1si-動物をかわいがる将軍はよい‘














































































































したプロフ ィー Jレを作成すると次のようになる。(どちらでも念いに反応した者ははぶ() 






























J 0 0 80 
定
























































(主観的見方の意見の次元 ) (関係づけの枠ぐみ )
A 規範内次元...._ (a 規範意識←価値観
B 感情的次元九~ Ib 生活意識←生活感情，風俗，
C 理解的次元 ~~さIc 歴史意識←知識，理解，





































以上にみてきたどと <.認識の方向を規制する聖書因はきわめて複雑であり ，かつ個人陀よ って，その喜要
因のはたらき方は異在るが調査結果を前述の処理方淡によって測定値を算出 し その分布をみると次のよ
う』てなる。 表4
Hの方向 l同町下 9- 16- 23 ..30 ..37 .. 44 .. ぷEコh M 
の強さ 15 22 29 36 43 50 音ト
小学校 1 2 39 32 28 6 1 120 24.47 
中学校 25 43 50 47 18 6 200 25.87 































日 E W V lロh 
43 44 49 5~ 69 
以下 48 i58 68 以 上 計 明 H 目 W V 15-コ40 41 51 61 71 以下 50 60 70 以上 昔卜
[ 1 3以下 3 4 G 。 8 1 15以下 5 21 10 。。36 
D 14-20 1 0 1 2 8 !。37 。16-22 7 15 16 4 43 
1IT21-27 7 4 1 1 1 0 b 37 HI 23-29 。14 22 1 2 2 50 
1¥'28-35 3 7 1 0 15 26 IV 30-36 。 6 19 1 8 4 47 
V36以上 2 5 5 3 1 2 V 37以上 。。8 1 1 5 24 
ぷ口'>. 計 22 25 30 30 13 "El' 計 1 2 56 75 45 12 200 




































x' = 1. 2 8 d f= 4 
p > 0.05 
中学校
X 2 _ 4. 7 6 d f = 4 




























②描内容の嚇 調 査 A 調 査 B 

















に倒していった。 1571年， 比えい山を段めたときは，延樗寺の仏像，お経，宝物など，こと ご
'1 Iとく焼き，僧はもちろん，泣きさけぶ女や子どもまで首をきり，死者 1600人，死体は山谷にみ
ち，一山は一大殺し場になったといヨ。







キ3ス ト教は，わが国に伝わってから，だんだん(どまってきたが，信長は15 6 9年は宣教師






















































I4 61 応仁の乱〈とのころ上町戦乱ぷ各地にひろがる) '@' 
! 4""'1 5世紀にかけて，ルネサンス @ 
などによ円自然科学が発達した
14 92 コ冒ンプスがアメリカ大陸発 @ 
見
[ 493 パスコ・ダ・抑制ンド航 @ 
路発見
????









1508 加賀に一向一撲おとり各地にひろがる @ 












1 569 信長 宣教師の京都居住ゆるす@
(2) 一一 一一一一一






田I1573 信長 後井4朝倉をほろ札，室町幕府をたおす @ 
庄 I1574 信長 伊勢長嶋の一向一撲を焼き殺す @ 
むI (1)一一一一一一一 一一一一一
⑦ 1 1575 信長 長篠で武田氏をやぶる〈鉄砲隊ol活躍した)@
1577 信長 安土の城下町に自由に商いのできる法令をだす@
1580 一向宗の本山，本願寺， 信長に降伏，一向---131完全 @ 
に平定
明智光秀 本能寺tr.!書長をおそい殺す。秀吉光秀を @ 
うつ 秀吉山崎で検地を行なう @ 
秀吉 近江の検地をする @ 
秀吉 比えい山のl顎をゆるす @ 










































母| - キリシタン大名多くな円活動する ⑮ 
氏 1 586 秀吉 太政大臣となる、J 1581 秀吉九州に遠征し 島津氏降伏する @ 1587 秀吉 キリシタン禁止全をだ一 @ 
③ ( 3)す
1589 諸思の刀狩町を行ない，農民と武士を区別する @ 























占 1 1-， 1 と〈が吐全土'(Yf¥っこうしっき
@I/ る1~: ~: 基J謀長すζ向一撲のため苦戟した @ 
I! "' 11568 i~jH'傾地の飽iVr1:'やi6たーまた自由に|商ないができる
1 1 ようにした:0 @ 
11570 ¥有平似l作長崎設するJl，鳴らどの大
名やJtえい山の廷誌どが信長ぷょした。 ⑬ 













1 5 8 2 明智光秀が本能寺に信長をおそい叙した
???? 外国主の関係
キリスト教との関 係
。 1.! 00年代から 1500年代にかけて，
ヨ ローツパ忙文イr，6;発達した〔学問 @ 
hょうとし絵など〉
1 492 コロンプスぷアメリカ大陸を発 @ 
見した。







































(2) 1:' ~広t， tc 一一一ー明







1 " &) 信長1;;宣教師にぴょうぶをおく 〈
(2)った。 切




a Il寺間，調査A(lト一一一一一(2)一一一一一一調査B年表読む一一(1) (2) 
イ学校調査者説む記入?分ー調査者読む記入?分一12分ー調査者読む記入 10分一同様K:1 0分
中学校 向上 7分一 向上 /分一10分一 同上 1 0分斗司上 10分














① 思考態勢分析の視点一ーその 1 ・情報を与えない場合一一一
(1)の信長の行為K対する(2)の行為Kついての見方，考え方 思考態勢.の類型
視点 考 え 万 類型
a 歴史 a.， (1)で否定し~2)はよいととだ賛成だという意見 浮動的 浮動的
事象の a 2 (1)で否定し，その構えで(2)をみて，仏教 固定的 (1)を現象的Kみて， ざんζ〈な
に対ナるしうちの不公平，キリス ト教に対 しうち仏教K冷淡左どと否定し，
象面を する好意が不当であると批判する。 (2)も現象的にみて親切な人，信イ):fJ
みる a3 (11と対比せず，前の考えとは別阿2)の現 累加的 深い人，とういうやb万K賛成な
象面を見て，否定(天皇をたいせつKしな どという発展のさせ方。
いjまたは肯定する。 a 1 b2 の者




視点 考 〆Jベbー 方 類型 思考態勢の類型
b 信長 b 1 (1)で受けた否定的な構えで， 信長の性格 固定的 的Kみる。そして，信長の行為，
の性格 を否定的にみる。ざんY亡んで不公平，人気 性格を不公平，身勝手，不当!宏熔
という とり，身勝手な男だをど。 意などと批判する。
点~t~ ら b 2 (1)で否定し，(2)で逆の人物批評をする 浮動的 a 2 b 1 の者
統一的 (さんとんな人一 とーっても親切な人，宗教 目 累力H的， (.1)と(2)を対比して考:
Kみる vc冷淡イ冨仰のあつい人J えず，視点も考え方も異なる発展
b3 (1)と関係な ((2)だけで信長の人物論を述 累力的ヲ のさせ万で，(1)と(2)を切P離せば
べる。 すぐれた意見も中にはある。
b. (1)との対比で信長の性格，考え方をやや 発展的 IV 発展的
客観的に述べる，性格の2面性ゃ(.1)から IV 1 信長の性格という面から統一
みてキリスト教を信仰したと思わぬ念ど。 的Kみる。
c 時代 c (1)と関係なく(2)だけで，貿易の利益，外 累力日的 <'1， b.の者
住から 国文化の摂取などKついて述べるの 1~ 2 時代性(全国統一，対仏教政
b 全国 d 1 (1)と関係左(，全国統ーのため鉄砲を翰 累加的 策j という点から統→9~てみる 0 1
統一 入するためという意見 d活の者
d2 (1)と対比して，仏教K対する政策として 発展的 V 発展的
解釈する。 信長の性格，考え万(玉体的側 1
e 複合 e 1 (1)と対比して，対仏教政策と信長の海外，発展的 面jと時代性伊複合的視点で統一 !
的視点 キリスト教に対する関心と興味などから。 する。
信長の e 2 (1)と対比して，全国統一，対仏教政策と 発展的 e 1 e 2 の者
性格と 信長の2面的な性格から統一しようとする〈




ノ1"学生 S . 1 知能偏差値39 社会学力偏差値45 
(1) ひどすぎる。政治をやる人なら大名にさせ1iいほうがよい。
(2) (1)よ9(2)がやさしい心をもって，国民に貌切をしたととは信長はりつはな大名だと思った0





中学生 H.S 知能偏差値ヰ 2 社会学力偏差値39 
(1)昔だったから，このようK何人の人を殺してもつみKなら7.1:かったが，とてもわるいやり方だと思
う。
(2) (1)のよう念ととは，とても惑いやP方だと思うυ(2)のよう衣 ζ とは，ほんとう Kよい，ため(1(なる
やD方だと思う。
中学生 H .L 知能偏差値43 社会学力偏差値43 
(1)信長のとうしたやり方はあまり VCもひどすぎる。宗教をにくむのはわかるが，つみもない女や子ど
もまでとろすととはなかったと思う。
(2) (1)では，あまりひどいやり方だった。 (2)ではキ リスト教が広まったため，教会をたてるためK土地
をやるほどに保護したのはたいへんよい。
b 先行経験による影響を受けて考え方が固定する例




小学生 H.H 矢口能偏差値43 社会学力偏差値49 
(1f 女子や子どもまで，首を切るのは惑いと思う。
(2) (1同首をきったのに，キリスト教だけえとひきをしたのでわるいと思う。






中学生 1 . S 知能偏業値52 社会学力偏差値55 























































中学生 L.H 知能偏差値62 社会学力偏差値77 









a 全体として，小学生と中学生の思考態勢は当然のととながら， x = 3 7.2 df = 5 pく 0.01で異
念っている。そとで，どんな点が異なっているか検討してみる。
表7 b 小学生は信長の性格，考え万という苗
品被¥ IV 1 JV 2 V 合計
小学佼 38 1 8 1 5 27 2 。100 
中学校 12 32 10 23 ? 14 100 
d口>. 計 50 50 25 50 1 1 1 4 200 






d 1の浮動的な発展の傾向を示す者伝小学生が多< (C， R = 4.2 4 Pく 0.01) Iの固定的念思考















o中学佼 M= 5 7.5 4 S D = 1 1.0 7 5 l群39以下 H併40 -5 0 I群51-6 1 IV群
IV群62-72 V若手73以上
o小学佼 M=53，32 SD=10， 85で分布が正規分布で念い。 l群43以下 E群 44 -4 8 
E群 49.-5 8 IV群 59-68 V群 69以上
o思考態勢のカテゴリーは，ノ上学校はVの時代の条件と性格から統一的Kみようとする者がいないので
(， H， a， 1¥'"れの5つ約二中学佼は 1， I，目，JV，とIVz ， Vの5つK分ける。
oそれぞれK規約得点を与え，相関係数を算出してみると次のようになる，





表 9 小学校 中学佼
b宅ミ 1 IV V 合計 思米3 IJ W V 合計 i
7 1 3 1 2 5 38 4 7 6 。 12 
H 3 4 8 3 。 1 8 1 2 16 10 3 32 
E 2 2 5 4 4 1 5 。 6 5 。 10 
IV， 2 4 5 8 8 27 IY， 2 5 5 1 1 1 3 2 32 
l~ 2 。。 C 2 。 2 V 。。 10 5 14 
言十 1 4 23 28 22 13 1 00 計 ? 27 28 30 6 100 
@ 授業研究群と普通授業群の相違
小学校
u1i之三 』 自 IV， 1¥'2 言十 x = 1 3， ，j8 df = 4 Pく 0，0 1 
普通授業群 24 4 4 7 40 lV，0項目は C， R = 1， 7 3 P> 0， 0 5 
授業研究群 ? 10 8. 1 3 。 40 H の項目は C， R = 1， 7 p> 0， 0 5 






れト晃三 E IV J 
普通授業群 6 23 3 1 2 
援業研究群 6 9 7 1 1 
計 1 2 32 1口 23 
JV 2 V 
5 3 






x=8， 76 df=5 Pく O.0 1 
Vの項目はC，R = 2， 3 
P< 0， 0 5 




























① 思考態勢分析の視点 その 2 ・情報を年表形式で与えた場合
年表を読む視点 ~表と事象をみてF序沢した考え)j 類型 思考態勢の類型
a 現象的 3 I (1)で現象的K否定し， (2)ではm，象 浮動的 浮動的
年表叫1)のほうを示ナ 的Kみて肯定するυ 年表をみる視点が，ど
欄はみ左hで，(2)o_)ほう a 2 (1，で現象的にみて否定した構えで， 固定的 うあろうと思考する構え
の欄の，行動を示す傍線 :2)も王見象的Vてみて否定する。 が(1)，(2)の事象の~，怠面
を引いたと ζろを考えの a 3 (l)-で現象の背景をみ念がら， (2)で， ~力11的 (tC強くひかオい (1)でE見象
根拠とする。 aの視点 現象的Kみて否定または肯定する。 的Kみて否定し， (2)を現
(1) a 4 (1)の視点，考え方と無関係に信長 累加的 象的Kみて肯定する。
の性格，考え方を平年観的K考える。 3 I・b】・ C，'d). e)の者
a ~ (1)と意識的K対比して，性格，考 統一的
え方を客観的(IC考える。 固定的
b 直接的関係 年表をみる視点がどう
(1)のほうを関連的Uてみ b J 年表の記載事項VU!IJさず， (1)で;17. 浮動的 あろう と思考する構えが
ないで(2)の傍線を引いた 象的にみて否定，{2)で現象的に背 (1)， (2)の事象の現象面K
付近だけを考えの根拠と 定c 強〈ひかれ， (1)で現象的
する。 b芯年表の記載事項fて即さず， (ll-C~ 固定的 Vてみて否定した構えで(2)
(1) (2) b 
象的にみて否定した構えで，(2)を をも現象的にみて否定す
1/の m象的にみて否定すゐ。 る。gd 才見 b3 年表の記載事項K即して考えない点 統一的 a2 b 2C2 d ~e iD者
が，(1)との対比のもとで，信長の
性絡，考え方を答f錨句にみる， し I 3尽力H的
かし年表は関連的tてみてない。 年表をみるヰ見点として
b. (1)と無関係K信長の性格，考え万 累加的 (1)， (2)を関連的Kみた根
を客観的K考える。 拠がある。しかし，解釈





の根拠とするが，年表の C，年表K則してコ与えないで(1)で現象 浮動的 た意且がある。






年衰を読む視点 年表と事象をみて解釈した考え方 類型 思考態勢の類整




(1) (2) 考え方?を客観的K考える。 性絡，考え万を客観的
c. (1)と無関係K信長の性格，考え方 ~カ泊句 K考えるととtてよって
を客観的に考える。 (1)と(2)の事象を統一的





傍線を付した記郡荷主項 d，年表に即して考えないで(1Tで現象 浮草泊句 a 5 b. C3 d3 C3の者
を検VC(l)と関連的にみて 的K否定)(2)で現象的l吃肯定する。 V ，統一的発展的





三Jず みた根拠がある。そ戸二 d 3 ，f手表K即して考え念iハ剖1)との対 統一的比のもとで信長の性格，考え方を して，主として時代の
. --- 客観的に考える。 条件という点から統一
七 年表K即してZ考えるが(1)とは無関 ~加的 的に把握する。
- 係vc考える。 (長篠の戦いと鉄砲 d s e.の者
輸入J V2 統一的発展的
d5 年表K良IJして.(1)と(2)を時代の条 統一的 年表を見る祝点が(1)
件という固から統一的K考えるo 発展的 と(2'の事象K関係する
d6 年表K即して，(1)と(2)を時代の条 続→。 二つの欄を関連Kみた
件と信長の性絡という面から統一 発展的 根拠がある。そして，
的K考える。 それを時代の条件と信
e 時代の動きを広<.. し 長の性格，考え方とい
かも関連的にみた根拠が e，年表f'LE!Pして考え7まいで(1)-で現象 浮動的 う2つの複合的視点で
ある。 cの視点 的Kみて否定， (2)で現象的にみて 考える。
肯定。 d 6 e 5 の者
(1) C2 年表!'L:.T!I:して考えないで(1)で現象 固定的
※ 児童生徒の考えの根
ぺ←ア〆 的vcみて否定した構えで.(2)も羽 拠としてあげた年表の象的にみて否定する。 記載事項の蚤号が，年
U し





年表を読む視点 年表と事象をみて解釈した考え方 類型 思考態勢の類型
h 年表K即して，(1)と(2)を時代の条 統一的 務力員と ともK約30名
件という面から統→句K考える。 発展的 の生徒K個人面接を実施

















小学生 S ・I 知能偏差値39 社会学力偏差値45 
(1) やくざみたいでわるい。政治を しら左い大ばかものだ(@ @) 
(2) 心がまえがたいへんよい。しんぜつで国民Kしたしまれている政治をやった。(@ @) 
小学生 Y.K 知能偏差値47 社会学力偏差値48 
(1) 人のいのちはあ、金でかわれないのになんまん人もとるして信長はなんKも思ってい念いというのだか
ら，ざんとくでわるい。(@@ 22 15 14) 
(21 信長は人をとろしたつぐないにキリスト教をしんせつにしたので，たいへんしんせつな人だ。
( @ 33 34 @ 36 @ ) 
中学生 M .S 知能偏差値57 社会学力偏差値49 
(1) @のようなととは天下を統一するためKゃったととだが，ざんと〈ではんたいだ(7@ @) 
(2) 態度はたいへんbっばでさんせいできる (@ 4D 41 @ 43 @ ) 
b 先行経験による抱えから考えが固定する例 'ン 立 固定位
小学生 日 .H 知能偏差値43 社会学力偏差値49 
(1) 農民がいっきを主?とすのもわるいが，綾田信長も女子や子ども衣ど首をきタすてるのはわるい。
- 50-
(@ 14 ) 
(2) (1)の2万人もころして，信者と農民とえζひいきをしたのでわるいと思う。えとひいきは悪い。
(@ 34 @) 
中学生 S . 1 知能偏差値52 社会学力偏差値55 
(l) ざんζ〈だと思う ・泣きさけぶ女や子どもまで首をきら左くてよいと思う。(@@) 
(2) 信長もひとbの人間ti.。ゃっぽり人をむやみK殺すのはよ〈をいと思う。つみもない人をとろすな。
(@ @@) 
中学生 T.W 知能偏差値59 社会学力偏差値73 
(l) 一向一校がさかんK念:J:>.各大名が苦戦し，信長も浅井，朝倉などの反抗で苦戦している。そのた
め附ま比えい仏.~一向一換をやっつけなければならないが，やb万がざんとくで針そろしい。もっと
方法を考えるべきだ( 13 16 18 19 @ @ ) 
(2l (1)のようながヂろしいやb方をしてなきながらキリストのためには伊j事もした態度K強〈反対するわ
(@ @) 
c 年表をみる視点も考え方も関連的でなく累加的になる例 E 累 加的





中学生 H . 1 知能偏差値57 学力偏差値44 
(1) 一向一被，比えい山の努力を完全Kな〈そうとした。とれで， 一向一撲，比えい山の反抗が完全に
診さまった。( 16 .18 19 @ @ 25 ) 
(2) ポル トガノレとの貿易をさかんにしようとした。 ζれKよってキリシタンが多くなった。
( 38 @ @ 46 ) / 
中学生 知能侭差値57 社会学ブJ偏差値44 
(1) 圏内を統一するためにじゃまだから蝕きうちにした。統一するためKはやむをえない。(9 13 
18 19 @ @ ) 
(2) 信長は宣教師にびょうぶを送ったのは日本はいい国だと海外K宣伝するためだ。キリスト教を広め
ょうとした。(@ @) 
d 年表をみる視点はまちまちだが.信長の性格.考え方で統一 しようとする例・， IV 統一型
小学生 M. S 知能偏差値64 学力侭差値75 
(1) い〈ら信長K反抗しても女子どもまで殺すととは念いと思う。ふつうの人Kは考えられないくらい
ざんとくだ。ゃっばD信長はふつうの人からみれば冷とくでざんぎや〈友人だったかもしれない。
- 5 1 -
だからあとで光秀に殺されたと思う。(⑩ 20@ 24 ) 
(2) 信長11ざんこ〈であったがキリ λ ト教に好意をもっていた。信長の考えが進歩てきだ。たからだと
)(!;，ぅ。つまタ信長の考えはざんとくなととろもあったが，いっほう進んだ考え方だ。家康の鎖国よ
りょっほとよかったと思う。 (@34@@)
中学生 H.Y 知能偏差値58 学力偏差値64 
(1) 自分K反抗する者がふえて，ぼろぼされるとわるいので，そういう者はみん念殺してしまったのだ
と思う。ざんと〈でフめたい性格だと思う。( 12 16 18⑬@) 
(2) 信長は自分K反抗する者はみんな殺し，気Kいった者はたいへん親切Kする人だと思う。キリスト
教をよ〈理解していて勉強家だと思う。( 16 18⑮@ 43 @ 41 ) 
e 年表を関連的にみて考えようとする例 V 1 統一的発展的
小学生 y.y 知能偏差値56 社会学力偏差値59 
(1) 信長は比えい山のえんりゃく寺が大きなけんみをもっていて，いっき左ど会としたので天下を統一
するためVては対立者を殺さなければ自分がやられるのでとういうととをしたと思う。とういうとと




んいいと思ってやったのだと思う。(22 26 31 @ @ ) 
中学生 K.M 知能偏差値70 社会学力偏差値71 
(1) 延タやすぐ寺は普から強い勢力をもっていて信長の全国統一のじゃまになった。ー授が全匡酌K広
まるとやは!?，全国統ーのじゃまVてなる。全国統ーに反抗する者はなんであろうと殺してしまうと
いう考えでやったのだろうが， しかし，あ主!?(ICざんとくすき'ると思う。(9 11 12 13 18 
19 ) 
(2) ポルトガノレから鉄砲や火薬がどんどんはいってきて，信長の手Kはいれは.新じい戦術なので全国統
.ーが早 〈 行なえゐキリスト教は全国統ーの じ ゃま K左ら7をい。全国統-~!(鉄砲を使えば有利のうえ
全国統ーのじゃにならない。( ~8 21 28 @ ) 
f 年表を関連的に見て.信長の性格.考え方と時代の条件から統一的に考えようとする例




したのだと思う。(7 9 12 13⑪@ 31 30) 
(2j (1)のよう念むどい乙とをした信長がキリスト教をほどしたわけは信長が外白のととKたいへん興味
をもったからだと思う。キリスト教に興味をもったし，すすんだ文化をとD入れると，それによっ
て戦争K使う鉄砲などがったわるのでキリス ト教をほどしたのだと思う(@ 33 34 @ 36 @ 
22) 
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中学生 T.K 知能偏差値75 学力偏差値75 
，. )残とく左ょうVても思うが，焼きうちし投げれば，また反抗するかもしれない。信長のやbかたはと
の場合しかたがなかった。少k残と 〈左点もあるが，ζの〈らいし左ければ完全K平定する ζとは
できなかったと患う。(9 10 16 18 19 ) 
(2) 外国貿易というものもだいじだし本願寺のような勢力のある宗教をなさえるためにもつどうがよ
か去のだと思う。信長は外国lζ対しきょうみゃあ乙がれのよう左ものをもっていたと思う。そして，
勢力のある仏教をお唱えた信長は践のよい人だと思う。(9 11 23 38 @ @ ) 
@ 小学生と中学生の思考態勢の相違
表 12 
，x =25，96 df=5 
Pく 0，0 1 
V1 の項目 明瞭な差なので検定せず !の項
目CR=2，38




冷ぞ 1 日 lV V i V2 計
一 ト一一一一一
小学校 26 1 8 39 1 4 2 100 
中学校 1 3 21 33 7 23 5 1 00 




~ーを 計 |E 目 日 V1 V2 
普通授主義群 1 8 7 1 0 4 。
研究授業群 6 8 20 6 。。40 
合計 24 15 30 1 0 1 C 80 
2 
x=10，76 d f = 4 
P< 0， 0 5 
!の項目 C，R=2，94 
Pく 0，0 1 
自の項目 C， R=2， 31 





言下ご E IV 
普通授業群 8 12 18 4 
研究授業群 5 9 1 5 5 
合計 33 7 











P> 0， 0 5 
V 1 の項目 CR=2， 14 
P< 0， 0 5 
時代の動きを年勤彰式で提示した場合， 年表を見て思考の発展のさせ方は普通授業群と研究授業群では















~と 血 lV 1 JV2 V 合計
2C 。 5 C 。 26 
1 5 13 2 。 。 。 1 8 
E 10 4 1 2 1 2 。 39 
IV 1 4 。 ? 。 。 1 4 
IV" 。 C 。 。 2 
V 。 C 。 。 。 1 




訟¥ミ H 目 JV 1 V 合計
4 6 。 5 。 。 I 3 ・
1 。 1 3 2 6 。 。 21 
目 7 8 4 4 6 4 33 
W 。 5 。 。 7 
lV 。 4 3 4 5 9 23 
V 。 。 。 5 









中学校 表 16 
44 56 100 
時空 l浮動型 その他 ~コ'- 計U固定型 m IV V 
傍線が主 a ※ 25ム ※ 1 0 35 
そのイ也bcde ? 56ム 65 
正口当‘ 言十 34 66 100 
関連係数q (cofficient of assoeiation)もとめると次のようK念D関連がきわめて
小学校 q = O. 7 5 2 中学校 q = O. 8 7 9 
また※印の人数の差を検定すると，ともK有意の差がある。
? ??





: 9人中25人は酷査Aで 1D型で. 4 4人中42人はmlV裂である。中学校では2守人中19人は In 
裂， 5 e人中 50人はIIV V型であるので，調査Aでの見方，考え方が年表の見方に影響しているといえる。
b *'t一的発展的左思考態勢と年表の見方の関係
統一的発展的な忠三考態勢V¥ V Z の君と年表を横に関連的にみたdの者，時代の動きを広(， しかも関
連的十てみたと忠われるeの者との関連を相関表KよPみると次のようKなる。
小学佼 中学校 表 17 
思考態勢 lヤ1.V紋」 その 他
合計 |
年表の見方 的発展的 lualV1 
思考態勢 lV 2 V統一 そ の他
ぷ口泊、 音「
年表の見方 的発展的 I U m N I 
d e 関連的 w・~.・3 ※1c 13 d e 関連的 ※ 26 ※ 21 47 
その他ab c 。 87 87 その他ab c 。 53 53 
fコh 言十 5 1 00 fコh 富十 26 74 ，r jOD 

















白リ 倣J (関係づけの枠ぐみのはたらき) (認知傾向〕
a 行為vc対する道徳的情緒的
調査ー (1) 信長の行為θ




































































年表の見方 年表と事象の解釈のしかえ 年淡の見方 年表と事象の解釈のしかた
a 現有史的にみる a I 信長の行為を道徳的情 シ性格考え方を客続的VCI
信長の統「且程の 緒的κ否定する。 ぷナ為。
仰の傍線のととるだ a 2 戦国時代という意識も b 夜j警が1ぷ凶をみお
けが考えの根拠とな るるがより現象面を重 年表の傍線付近だ bl 年表VC~IJさず，現象約，
る。 視し符定する。 けが考えの棋拠と 事会格的Vζぷ考えて否定す






















a b c d 
a 1 b1 I b3 Cl C 3 d1 d3 el . 
a‘ b 2 I b. C2 c‘ d2 d‘ ，e l 
小学校 34 25' 13 1 1 5 2 。
中学校 28 1 4 14 4 27 。2 






























2 7 1 00 
8 2 100 




耳 2 = 1 3.4 
d f = 5 
年表の考え方
官 2 =.3官~ 6 
d f = 9 
P< 0.0 1 
pくo.0 1 
eの項目 2と9 C .R= 2.17 P< 0.05 e3 e，の項目 2と8 有意差なし
cの項目 16・と31 C_R = 2，6 pく0.01 C3 C ‘の項目 5と27 pく0，01 









オ 中学佼では，時代の動きに位置づけようとする Cの者が多〈なる。しかし， 50%.t.t上が傍線のとと
るやその付近た'けしかみないから，やはり，時代の動きや他の事象と関述づけて考えようとする縫えが





イ 年表の見方の時代の動きを広〈みる cの3人と 11人の比を検定すると有意水準 5%で長会がある。し
たがって，研究投業群のほうがやや時代の動きに位置づけてみようとする傾向が多いといえよう。
ウ しかし，時代の動きK即して考える者となると， C a C.で1人と 5人になるからもちろん有意の護
はえI:~。便業研究群のほうは広〈見るが， 考える場伶[之主観的K解釈する傾向がるる。
ヱ 年羨の傍線のととるだけを考えの線拠とする狭い先方は普通授業群が多いようであるカZ検定をすると
C R = 1. 4， P > O.0 5で差は々い。
小学校
a b c d 
a. 0'. I b3 C) C3 d. 
a‘ b. I b. C. C. d2 
普通畏業群 1 6 1 1 4 2 
研究佼業群 9110 7 8 5 
合計 25121 1 1 1 0 4 2 
中学校
い一そ¥群¥¥X号考見¥X ;方¥ 
a d c d 
a1 b) 'b'3 Cl C3 d 1 
a. b2 b. C2 c. d. 
普通授業群 1 9 81 1 0 2 81 0 
研究袋業群 9 6 4 2 19 。




d. 。5 40 。2 40 。7 80 
表20 
e f 
d3 e， e3 
d‘ e2 も‘。
7 1 
2 8 2 
- 60ー
年表の見方
1(2 = Z56 d f = 4 P> 0.0 5 
年表の考え方
官 2 = 1 3.0 2 d f = 6 p < O.0 5 
cの腹自について
見方 3人と12人








d f = 5 
pくO.0 1 
年表の考え方
1(2 = 2 1.3 




• aの度目 C.R=2.2 pくD.0 5 ・cの項目の見方C.R= 2. 2 芳え方C.R= 2.5 




a b e h実a1.， b， b1"" l王b.. bs C l -c~e.. c5 1 d 1 -白山~ d6 el"'"匂 e.. e 
小学校 42 1 9 5 5 7 3 7 。 2 
36 ? 3 2 1 1 8 1 1 2 1 4 
表 21 
f 
1 0 100 
4 1 00 
守合計 78 28 8 7 18 1 1 18 2 1 6 141200J 
年表の見方
1(2 =‘2 0.5 6 
d f = 5 
pく0.01 
年表の考え方
1(2 = 2 3. 2 8 
d f = 9 
p < 0.0 1 
Eの廃自の見方，ヨ考え方ともK
p < 0.0 1 
ア f2lの事象 Vて対する年表の読み方佐見方考え方とともκ小学生とL.j.J~学生にけ差があろ。
イ 各項目の比の検定すると中学生は， bの傍線の付近だけを見方向，考えたりする者はのなぜ




小学校 表 22 
民: b c d e f b b へ|ム d e e 合計c 2戸、-， 5 t 、~， 4担、_6 真-3 4戸、-6 
普通長業群 22 8 。 2 。 。 2 。 。 ι 40 
研究授業群 ? 9 4 2 d 3 6 。 。 5 40 
合計 31 17 4 4 4 5 よ 8 
。 。 ? 80 
- 6 1-
年表の見}j 年表の考え方 3，のI買日 2 2人と 9人 dの属目見方 2人と 9
官z ~ 1 4.0 4 官 2 = 1 呪~ 4 8 Cs=208 CR=215 
df=4 df=7 pく0.0 5 P< O. 05 
pくO.0 1 p < 0.0 1 
ア 授業研究群は普通授業群と年表の見方，考え方が明瞭K異なる。
イ 項目的に検討すると授業研究群は，傍線のととろを狭〈みる者が少な し 年表を関連的Vてみる者が多
い。また，年表に却して考えようとする者も多い。
中学校 表23 
ロミ宅 a b c d e 合計a b b c c d d e e 1 -、， . 1戸、-. s 1 ，、，‘ ‘5 A 内】‘ S ‘1 ，、~ . 1 ，、J 3 . ~. 
普通授業群 24 4 2 4 5 4 。 3 5 50 
研究授業群 1 2 5 y 5 7 2 1 1 50 
合計 36 9 5 2 1 1 8 11 2 14 4 100 
年表の見方 年表の考え方 aの項目
l{2 = 1 1.92 官 2 = 1 4.0 4 2 4人と 12人
d f園 5 d f昌? CR = 2.5 
p < 0.0 5 p> O. 0 5 p < 0.0 5 
Eの境目 見 方 3人と 13人 C.R = 2. 7 pく0.01 









よう1([左る。 表 24 
思、 考 態 勢 中 年表の読み方の傾向 中
" 
① 歴史事象vr対する客観的見方の強 統一的発展裂が多い L::. 。
正:>. L:斗
さ ④ 年表の読み方の傾向(見方のみ〉 。L::. 




固定型;が少ない t込 。 v、





(内訳)固定型が少ない 。，c，. 関連的tてみる者が多い 。L与l
ー ー ー 一





応同| J刻六学。~期1 ; 5 0 ~6 4 6 5以上
+ 
普通授業群 4 6 5 20 4 5 4 
授業研究群 6 4 6 8 12 4 7 2 




? 1 1 3D 
16 19 15 







d f =2 
pくD. 0 1 
+の項目
C.R=1，6 













































B-一一一一A を提示する。とれに対して児童生徒は.¥ハつ，どとで，だれが，何を，~ .，/ 
・予f.!!'1¥一一一一一つ史実 といういわゆる 5Wの問いをたて分析する。とのようにしてとらえらえ
・線認識¥μ一一般 た認識が事笑認識であり，とれをと念目 新しい問題意識が児童生徒に














関係づ(')の枠ぐみ +一一 知識 ・理解・1霊験情緒など
〆 い¥
媒介過程 状況}→吻l激→感覚 → 知覚一一思考一一認知一一遥動中継一反応一1 / ~~倒)
認識の発展 事実認識〈表面的把握一一分析が汁包髭)一一関係認識(変化・閃呆・関連)一一意味杷振(時
(学習指導と川点から)/ ‘ 代性・ 発展)
表面的Kとらえるのでな¥i (史実を前の時代と比較して










































? ?? ?? ?? ?
???
認織過程








































































全並習得 :・信機や既成の考えと〈い ; 較しようとする。































a 記述文用腎(どういう意味か) 変化(-が~になった) 因呆(ので~だ) 関連(いっほう ~
と~とは) 包摂 (ζれを~という)
b 年表 授業を担当した教諭の問題もあり，と〈に中学校ではとの指導が重点的に行なわれた。
年代(いつ) 期間(-から~まで約何年) 変化(-から~へ) 因呆，関逐(自主的K線で結ぶ，
矢印をつげる，白本と外国など欄が異なっても関連づげてみる) (教師の作成した年表の場合は，史
実の闘連，歴史の流れの大筋をとらえるととに注意する〉






































3 とれではよ〈わからないととろがある 2 5人
理由
1 教科書KどのようKしたかというととが書かれている。 4人
2 深〈しらべるより，教科書に書いてある ζとをかぼえるととが重要だ 1 3人
5 もう少し，しらべないと，その方法がよ〈わからない 2 4人
5につりた人は，どんなととをしらべなげれば念らないと思うか。(自由記述)
※①どうして身分制度をつ〈ったのか 5人 @土産工商以外の人はいないのか 2人
必@武士がどのように支配したか，具体的陀 5人 @武士はどうして名字を使うのか 1人
※農民や町人はどのようなし〈みだったか 2人 ⑦どんな武士でも支配できたか 2人






1 とれでわかった 2 '2人
2 不じゅうぶんだがζれ以上深〈しらべる必要がない 4人
3 不じゅうぶんだと思うからもう少ししらべる必要がある 1 3人
理由
1 事土手4舎に一息白が舎かれている 1 6人
。2深〈しらべるより，乙れをお吋まえたほうがよい 1 1人






















内容の構成 C文章略)I C )は設聞の意味
調査問題(1) 調査問題(2) 調査問題(3)
ζの /幕府の財政務乏 ~I 代官
1 一一_-::f:=~現象 1 享保の改革 fー_~J ロ、、一~一一ー質地条目 ー 富燥百姓の非合法な乱暴一歩 i -~ ""-~ ~-~ '~. ~r_~~ 
の背 |重い年貢 土地の 貧農の増加、 百姓の不法 の不 探
索 ¥不 作 質入れ 富最長償受人〉な拡大解釈 承認
(1) (どう思うか)(2) (土地を失なった理由 .吉宗が条目をだしが里由)(3) (どう思うか〕
調査(1X2)(3)は解説文をきり離し，読んでやってから記入さぜる方法をとった。
(1)の百姓の非合法な乱暴く→奨>vc対して 普通授業群授業冊究若手合計
現象的Kみて百姓の行動は笥暴で悪い 否定 1 9 1 0 2 9 
2 現象的Kみているが困ればしかたないと動機を霊〈考える 肯定 1 8 1 4 32 
5 社会生活の秩序を守らない百姓が惑い 否定 3 3 6 
4 代官は年貢を多〈とったのだから当然だ 肯定 3 6 1 1 
5 そのころの生活[ζ困った百姓の気持ちを具体的に考える 肯定 4 3 7 
6 ば〈ぜんと時代条件からみる(年貢，身分制度，困窮) 肯定 1 4 1 5 





固定的 2 3 ヲ 3 2 
2 百姓の不法解釈だけを背景ときり離してI切の肯定から否定に変わる 浮動的 6 6 1 2 
5 背景ーをとがして前の肯定的ヨ考えが具体的vcなD視野も拡大する 向質的発展 3 7 1 0 
4 竜王象の非合理性と時代条件からの必然、性とを統ーできずに手l障する 累力日的 1 2 1 1 2 3 
5 時代の条件を鮒見した解決策で妥協しようとする 妥協的 5 6 P 
6 時代の条件からみながら，百姓の解釈もずうずうしいと批判する 批判的統一 2 3 
7 百姓の解釈の非合法を問遁にし，そとから時代の条件を考える 発展的統一 1 0 1 1 
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例開国 T9 C英，仏，露，米がアク7VC進出したという生徒の答K対し)それ仕いつどろ，P7 18 
終世紀 T10も?少し説明すると 九 18世紀から 19世紀附川てです0 ・・…・さらKよ




例りリカの位 T33独立戦争はいつどろ PZS1875年から 83何で奴T34何年間同る
災P298年 型式P301 0年間，約 10年間です。 ・・・T36イギリスの市民革命は いつどろ終わっ




例 アメリカの独立 T35 1 0年間という長い戦争でアメリカはやっとイギリスから独立した。いいで







V亡概地をつ〈って，いりば次Kどういう ζ とが起とってくるだろうo P38争いP39イギ リスとフ









5」※T5日両方附 lじものがあるという ととは， P40イギリスとフランヅ:戦争をした。
市 P43アメ リカの植民地の争加で，イ ギリスとフランスは戦争をしたo 7.'P44その他の欄のプラy
提
シーの戦いがそうだ， P インドでも争っていたのだ T そうだよ，年表を縦，横Yてよく見る45 ，- ~ v ， ~ ~. ，--，- -51 
ょうKなったね。
e 年表V亡空欄を主fき，それV亡書き ζませたり ，史実と関係する人物とを視で結んだり，着色させたり作
業するととをとかして，縦と械から読む訓練をする。
例 ヨーロッパ人の来航から鎖国主で
，ー・寸 一』 一一ーーー +ーー 「 吊 .・


















ン ， 03家康笹夷大将窓になる '04束インド会社(
I 0 ~ 朱印船 〔 ￥ 
家
10 




， イギリス船来る イ 'lS武家語法度



















(1)事例 小学技ふ年一一 揃 国一一
との授業は非常Vて多くの問題点をもっていると思われるので，とれを検討してみたい。
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①教材解釈と児童の学習レディネスの問題



















戦いの用意をしている T， M君 P 日本はまだ外国K行ったととがないのに黒鉛が日本I(C(る日本よ.5 ，_ .5 
h何倍も科学が進んでいる桶P4大きな船が外国の船で小さな船が日本の船，それを見ただげで日本が鎖
※T 国している問医文化の遅れたととがよ〈わかる.".， ~ Ll うん，日本の武士たちが海を守るため1([， ほら土
のうを作ったり，箪総を比べてみると小さいなあ，それから日本人はみわてて何かかずいている人大砲を
見ている人，いろいろあり玄すね。じ平あ，そのようI(C来たのはどこの船か左，どとの紛だげ君 九ア
メリカ合衆国，※T5あっそうか，771jカの船は日本のどこへ来たのかな P全員浦賀 ※丸 心ぁ，
とのとろね日本;へきたのはブメリカの船ばっかりだったろうか，まだ別のものもあったろらか， 止=2の
年表提示Iてはいる。
乙の巡程で T.， T_ T の指導をみると，子どもの考えを深めていくより，教師が意凶する方向に.4'-5 ' -6 

































T25日本のどとへ来たといったね T26r甫貸あ Lそうか T27ロシアはどう来たといったらいいだろう
T28北海道から米たといったね，北悔道の役人や日本の人たちは長崎へ行って相談してくださいといって
帰しました，そζKはでていないが長崎へ行ったんですo T29それからイギリス，とζですよ，どとへ行
った T30植民地つてなんだ T31インドからど乙へ行ったの，清，今の中国だね・~2 フランスはどう






















※ なり，変わったととを産業革命とい うんだと，いいですか P40はい T47そうするとどうなるんだ，
これらの国々はみんな機械でやるようKなったんだよ，思ったととをいってごらん P41ゃっばり機械を
作るにも原料がいるでしょう。その原料がその国(1(1.r: (て日本Vてあったんでないですか，どうしても日本































(2) 事例 中学校 2年一一開国一一
単元近代日本の成立予定時数 13時間目標略
計画 日本の開国 3時間< 1日本Vてせまる欧米の国々 (本時) 2開国への歩み 3不平等条約〉










3~(露， 英， 仏， 米刀. 1 8世紀から 19世紀にかけてアげに進出して枕)
「日本吋まどうか」
(年表と地酒，作業， どこの国が，いつどろ，どのようvc)

























中心的史実 ヨーロyバ諸国のアゾア進出 | ペリ の来航
思考のやま場 4のヨーロゴパの国々がアヅアへ I 5のアメリカが日本に強硬に闘国を迫ったのはな
やってきたのは左ぜか | ぜか
意味把握ー 日本K開国を迫った乙ろの世界の | ペリーの来航をそのとろの世界の臼きK位置づけ
政き | て意味を考える



















「欧 米 のアジア進出と 日本」
日本の対外政策(空欄)
' 
' 1 ' 1 E ' t ' t 『 ' 
1 850 180 0 1 7 5 0 1 7 0 0 時.代
，c// 
67 58 54 53 44・ 08 92 . . . . 
4 日
大日 日ぺ (7)天 l勝似) 室わ)る究 国 る享 冗本
米米リ 償保 をフ Vとラ 政 保
政遥和 l 球の 主fエ きy の i{J，も の 識と
商親浦 V亡改 そ 1 たク 改 時 改 時 の
Z長条条賀 く革 うト るス 革: 古車 ~I 
約約 I'L る ソ マ は 代 は 代係
還 τZヨコ ;/ じ じ
る Z史Z写 根 ;l: ま
77 61 53 42 40 . 89 75 . . . a 
V仁川 る的(7)仲I) ~中) 領“) Tlる(7)い/-..JイJ 十m 島炉)
すイ 南 ハ F毎ア ヅ フ 数〉フ"(7) て=A 占カ 名界.
るン 北 ワ京へ て/ フ r ライ 州ギ 領ム
ド 戦イ政 y ガ ン 戦 成リ チ のッユ/ 誉 |
を 争を策戦 ポ ス さ毎 シド エLス ヤ E治
槌 は 併 争 大 は で 宅見 y 革 き
民 じ合 1(. 
. の会 北 カJレ 】
地 ま 占 命 ま 戦う 米 半 命
' 、 1 ' ' l' ' f 8 1 1 E 
1 85 0 1 8 0 0 1 7 5 0 1 7 0 0 









































した P綿花 Tもって帰って{lilにするの P本国で製品にかえて，それを植民地K売り込な T売
り込むっていうねらいは P自介の収入をふやすため，原料を買ってきて作って売りだすにはな金を






















































































































注 (1) エコーカム 社会心理学 培風館 P，2 23 
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(21 鳥居直隆 イメ ーヅの心、王星空手 誇談役 P，1 2ヲ
(3) 飽戸弘 SD後とバメーク測定 子行弘調査守 0，9 1号 輿論協会
{4) 波多野完治編 ピアジエの認識心理学 国土社 P，1 83 
V 思考態勢形成の指導条件
注 (1) 広岡亮蔵 学習過程Vてなげる態度の評価 明治図書 P. 7 3 
1，2) 同上 P， 7 4 
(3) 小)11正 学習過程の~造 明治図書 P，2 3 J 
(4) 木戸保 小中生学校社会科学習指導は造の研究 愛媛県立教育研究所紀要
(51 鳥居直隆 イメージの心理学 講談社 P.1 4 9 
(61 ブルーナー 教育の過程 岩波舎庖 P， 4 9 
(7) 鳥居直隆 イメージの心理学 講談社 P，141 
(8) 歴史認識を深める学習態度の形成とその指導 (i) 新潟県立教育研究所紀要 49集

























































































る イメージとか， 時間の最初に提示する教材などtてよって ， 短期間の学習K~訟ける関係づけの枠ぐみが






















同 上 松山 正 男教諭
新潟市立入舟小学校 新井田 玄 道教諭
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